
 

                事例発表                

A-C のテーマについて、協働に関する発表を行います。[発表 15 分・質疑応答 2-3 分] 

タイムスケジュール及び発表概要をお読みの上、関心のある会場へ足をお運びください。 

★「コメントカード」について 

配布資料に入れております「コメントカード」へ発表の“よかったところ”をお書きの上、会場の「コメ

ント箱」へ入れてください。後日、発表された大学へお渡しします。 

 

テーマ 内容 

 

Ａ 

学生協働の始まりから継続まで 

…どのようなきっかけで学生協働が始まったか、活動継続のために意識・工夫していること

など。 

 

Ｂ 

学生が行う図書館業務・サービス 

…図書館業務・サービス（カウンター、書架整理、学習支援、選書等）の説明や、それに取

り組んでの気づきや、工夫したこと。 

 

Ｃ 

学生が企画 or 実施した図書館イベントなど 

…企画 or 実施したイベント（ワークショップ、展示、広報誌、オリジナルグッズ・キャラ

クター作成等）の説明や、企画の仕方、反響など。 

 

タイムスケジュール 

時間帯 会場：K101 会場：K102 会場：K104   会場：K105 会場：K108 

14:30 – 14:45 
Ｃ１ 

広島修道大学 

Ｃ４ 

梅光学院大学

Ｂ１ 

金沢大学 

Ｃ７ 

広島大学 

Ｃ８ 

徳島大学 1 

14:50 – 15:05 
Ｃ２ 

京都大学 

Ｃ５ 

徳島大学 2 

Ｂ２ 

立正大学 

 Ｃ９ 

帝京大学 

15:10 – 15:25 
Ｃ３ 

島根大学 

Ｃ６ 

鹿児島大学 

Ｂ３ 

山口大学 

 Ａ１ 

中部大学 

 

発表概要 

会場：K101 

発表 No. 大学名 概要 

Ｃ１ 
広島修道 

大学 

広島修道大学図書館ピア・サポーターは、「アイから広がる図書館づくり」

という理念のもとで、図書館利用者のサポートに取り組んでいます。今回

の発表では、より良い図書館づくりにつながる取り組みを企画・実行する

グループ活動「ピア・プロジェクト」の内容や、昨年度初めて実施した「大

学祭展示」、「成果報告会」について報告します。 
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Ｃ２ 京都大学 
当館の学習サポートデスクは 2013 年 10 月に設置されました。主に学部学

生、留学生に対して、レポートや課題などの学習相談を受け付けています。

今までに開催した、レポート講座、オープンキャンパスでの学生生活体験

談のプレゼン、英語による図書館ツアー、中国語による文献収集講座など

の企画について、ご報告します。 

Ｃ３ 島根大学 
島根大学では 2010 年から図書館コンシェルジュを発足し、カウンター等で

利用者の対応をする利用サポートと、自分たちで企画を立ち上げて実施す

る自主企画活動を軸として活動を行ってきました。この事例発表では、現

在行っていること、今年度新たに行ったこと、それを行った結果等につい

て発表したいと思います。 

 

会場：K102 

発表 No. 大学名 概要 

Ｃ４ 
梅光学院 

大学 

「先生のオススメ本」コーナーを企画し展示した。昨年度シンポジウムで

発表した企画を実現したものである。本学の先生 8 名に、計 19 冊のオスス

メ本のコメントを書いてもらい、そのコメントを楽しい POP と先生方の写

真で展示。読書離れしている学生も思わず足を止め本を手に取り、先生方

の意外な一面を知ることができると評判である。 

Ｃ５ 徳島大学 2 
阿波ビブリオバトルサポーターは、7 月に「夏のホラー」をテーマにした読

書会を開催しました。通常のビブリオバトルにバトラーとして参加するこ

とを敷居が高く感じている人たちに、本の魅力を気軽に語ってほしいとい

う思いで企画しました。当日は多くの方が参加してくださり、アンケート

では「今度はビブリオバトルにも参加したい。」という意見が多く寄せられ

ました。 

Ｃ６ 鹿児島大学 
鹿児島大学サポーターは、毎年、本の福袋企画や選書ツアー、サポーター

広報誌「まなぶた通信」の作成、ビブリオバトルの開催などの活動を行っ

ています。それらの活動の準備や内容、またその反響などについて発表し、

また、その中で発見した課題についても報告します。 

 

会場：K104 

発表 No. 大学名 概要 

Ｂ１ 
金沢大学 とぼらによる各種イベント事例、LA・LeCIS による学習支援の経緯や広報の

アイデア等について紹介します。 
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Ｂ２ 立正大学 
立正大学品川図書館の学生アルバイト「りぶたま」は 1 年生から 4 年生に

かけて、利用者がより良く図書館で過ごせるための活動を行なっています。

本の装備や補修といった業務から、新入生ガイダンスでの司会進行、レフ

ァレンス補助業務など幅広く行っています。りぶたまならではの各業務で

の体験談を交えながら紹介していきます。 

Ｂ３ 山口大学 
私たち学生協働は日々カウンター業務に取り組んでいます。その業務を通

じて、利用者である学生として気づいた問題点を解決すべく、独自のサー

ビスを模索してきました。その中でも工夫や改良を重ね、形となったサー

ビスをいくつか紹介します。 

 

会場：K105 

発表 No. 大学名 概要 

Ｃ７ 広島大学 
HULS は 2015 年に図書館から学生に対しボランティア募集をかけて立ち上

げられました。メンバーが自由に提案してよい取り組み“HULS 企画”で作

成した「小展示目録」と、オープンキャンパス参加者向けに実施した「書

庫ツアー」について、企画から実施まで報告します。 

 

会場：K108 

発表 No. 大学名 概要 

Ｃ８ 徳島大学１ 
学びサポート企画部では、図書館と共同で学習関連のイベントを実施して

います。開催したイベントについて、学生がどのように企画しているのか、

そのイベントの反響はどうであったかを発表します。また、そのイベント

の反響を生かし、これからどのようなイベントを企画・開催していくかを

報告します。 

Ｃ９ 帝京大学 
共読サポーターズは、2012 年度から開始した読書推進プロジェクト「共読

ライブラリー」を図書館と一緒に盛り上げる学生組織です。毎月おこなっ

ているビブリオバトル、棚づくり（書架展示）、レビュー投稿のほか、学園

祭や図書館総合展への出展についてご紹介します。また、これらの活動の

基となる研修制度についてもご報告します。 

Ａ１ 中部大学 
中部大学図書館サポーターは新しい物事に意欲的にチャレンジする学生に

対して支援を行う中部大学チャレンジ・サイトのプロジェクトの１つとし

て 2017 年度に発足しました。発足の経緯とともに、学部学科学年の枠を超

え、多様な視点でどのような企画に取り組んできたか、活動を通して、気

づいた点や今後の活動についても報告します。 
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